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環境負荷の少ない天然ガスと従来の石油燃料の両方で駆動するデュアルフューエルエンジンは、
繊細な制御と安全性、耐久性が求められる機関です。
私たちはその開発に、これまでの燃焼機関への研究成果を存分に盛り込みました。
燃料噴射系統の制御精度の高さ、燃焼効率の良さ、機関の耐久性の高さなど、 
すでに優れた環境性能を発揮する当社ディーゼルエンジンのメリットを受け継ぎ、
ガス運転においても高い精度と安定性を実現しました。

きめ細かな制御で環境性能を極める
当社デュアルフューエルエンジン

DE20DF  DE23DF
DE28DF  DE35DFDF

デュアルフューエルエンジン

Dual-Fuel Engines
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環境負荷の少ない天然ガスと従来の石油燃料の両方で駆動するデュアルフューエルエンジンは、
繊細な制御と安全性、耐久性が求められる機関です。
私たちはその開発に、これまでの燃焼機関への研究成果を存分に盛り込みました。
燃料噴射系統の制御精度の高さ、燃焼効率の良さ、機関の耐久性の高さなど、
すでに優れた環境性能を発揮する当社ディーゼルエンジンのメリットを受け継ぎ、
ガス運転においても高い精度と安定性を実現しました。

ガス運転でTierⅢ
ディーゼル運転でTierⅡ
のNOx規制に適合

回転を維持したまま
ガス・ ディーゼル双方へ
燃料切り替えが可能

ガス運転でIMOのNOx規制TierⅢに適合、ディーゼル
運転ではTierⅡに適合しています。特にクリーンな運転が
必要な海域の航行や燃料調達の都合など、状況に応じて
運転モードを切り替え、最適な運転を行うことができます。

燃料噴射系を高度に制御することで、機関回転を維持
したままガスへディーゼルへと、スムーズに切り替えができ
ますので、切り替え時に出力が途切れることがありません。

型式承認証書

■ディーゼル→ガス

■ガス→ディーゼル
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高効率を実現する洗練された技術
ディーゼル機関の開発で培った技術をガス燃焼に応用。
ガス運転・ディーゼル運転どちらのモードでも、効率の良い燃焼を実現しました。

コモンレールによる
正確な燃料噴射

ツインノズル採用

様々な燃料に対応

ガス配管は
2重管構造

パイロット燃料噴射にはコモンレールシステムを採用。
運転状況に合わせて、正確な量の高圧燃料を最適な
タイミングで噴射し、燃費向上とNOx削減に貢献します。

主ノズルとパイロットノズルの2つの噴射装置を使用し、
運転サイクルの各段階において最適で、きめ細かに燃料
噴射制御を行いますので、高い燃焼効率を発揮します。

安全を考慮して、ガス配管
は2重管としました。

ガス
モード

99％ 天然ガス

97％ MDO/MGO/HFO
1% MDO/MGO（パイロット燃料）

3% MDO/MGO（インジェクタ冷却）

ディーゼル
モード

ガス配管（2重管構造）

ガス供給弁

排気管

ピストン

シリンダライナ

※従来のディーゼル機関に対し、■はDF機関専用部品、その他は変更部品を示します。

コモンレール
高圧ポンプから

パイロット
燃料噴射弁

燃料噴射
ポンプから

筒内圧力
センサ

ディーゼル用燃料噴射弁
（水冷型ノズル）
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始動時・低負荷時に給気
不足になり機関性能低下

（始動不良・燃焼不良など）

可変動弁装置によりバルブ
タイミングの最適化（吸気
バルブタイミングを調整）

可変バルブタイミング
機構を採用

4段階の負荷投入で
優れた負荷応答を実現

動弁系制御には可変バルブタイミング機構を採用。機関
回転数・負荷に応じてバルブ開閉タイミングを最適に
制御し、NOxの抑制や耐ノッキング性の向上に貢献し
ます。また、始動時や低負荷時などでも安定した出力が
得られるよう調整します。

各系統を最適制御することで、ガスモードでは始動から
最大負荷まで4段階で到達。実用回転域まで素早く到達
します。

DF
  Dual-Fuel Engines

筒内圧力センサ

燃料噴射ポンプ

スイングアーム軸

カムシャフト

ディーゼル用
燃料噴射弁

スイングアーム軸

※従来のディーゼル機関に対し、■はDF機関専用部品、その他は変更部品を示します。

パイロット燃料噴射弁

ローラ位置変化
スイングアーム軸
アクチュエータで回転駆動

軸回転
中心偏心吸気カム
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■ 主要目

エンジン型式 6DE20DF 6DE23DF 6DE28DF 6DE35DF 8DE35DF

ボア×ストローク mm Φ205×300 Φ230×320 Φ280×390 Φ350×440

シリンダ数 - 6 6 6 6 8

回転数 min-1 900 900 720 720

最高機関出力 kWm 890 1,200 1,730 3,060 4,080

最高発電機出力 kWe 840 1,140 1,640 2,950 3,940

NOx排出率 - ≦TierⅢ （ガスモード）
≦TierⅡ （ディーゼルモード）

燃料 - 天然ガス （ガスモード）
MDO,MGO,（HFO） （ディーゼルモード）

パイロット燃料 - MDO or MGO

■ 外形図

8DE35DF

■ 寸法・質量

形式
寸法 (mm)

乾燥質量※ (ton)
A B C D E F G H J

6DE20DF 5510 3245 1830 1040 4290 1000 1530 1240 2035 20

6DE23DF 6000 3150 2200 1170 4600 1150 1720 1460 2300 27

6DE28DF 7190 3645 2230 1380 5600 1300 2065 2020 2580 40

6DE35DF 9065 3950 2570 1780 7460 1350 2555 2050 3270 81

8DE35DF 10470 4150 2570 1780 8895 1350 2555 2050 4330 98
※発電機の仕様により異なる場合があります。
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船上での使用を想定したR&D体制の元、進化を続ける 
当社のデュアルフューエルエンジン

システム概要図

守山工場では、常に船での使用を想定して研究開発を
行っています。その過程で、私たちのデュアルフューエル
エンジンは磨かれ、実際の運用における様々な課題をクリア
してきました。また、燃料の供給・保管についても、工場内
に天然ガス供給施設を設けて研究にあたるなど、努力を
怠りません。これからも、安心してお使いいただけるよう
努力を続けてまいります。
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